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右の図のような 1辺の長さが 1の正六角形ABCDEFに A

B

C

D

E

F

P

Q

おいて，線分 DE を 2 : 1に内分する点を P とし，直線

AP と直線 BF の交点を Q とする．
−→
AB =

−→
a ,

−→
AF =

−→
b

とおくとき，次の問に答えよ．

(1)
−→
AD を

−→
a ,

−→
b を用いて表せ．

(2)
−→
AP を

−→
a ,

−→
b を用いて表せ．

(3)
−→
AQ を

−→
a ,

−→
b を用いて表せ．

(4) |
−→
AQ| の値を求めよ．
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【答】

(1)
−→
AD = 2(

−→
a +

−→
b )

(2)
−→
AP = 4

3

−→
a + 2

−→
b

(3)
−→
AQ = 2

5

−→
a + 3

5

−→
b

(4) |
−→
AQ| =

√
7
5

【解答】

(1) 線分 AD の中点を Oとおく．

O

A

B

C

D

E

F

−→
a

−→
b

Q

P2⃝
1⃝

△OAB，△OFAはともに 1辺の長さが 1の正三角形であり，
四角形 OFABはひし形であるから

−→
AD = 2

−→
AO = 2(

−→
a +

−→
b ) ……（答）

(2) Pは線分 DEを 2 : 1 に内分する点であり，
−→
DE = −

−→
a であ

るから
−→
AP =

−→
AD+

−→
DP

= 2(
−→
a +

−→
b ) + 2

3
(−

−→
a ) (∵ (1))

= 4
3

−→
a + 2

−→
b ……（答）

• 分点公式を用いてもよい．

−→
AP =

−→
AD+ 2

−→
AE

3

=
2(
−→
a +

−→
b ) + 2{

−→
b + (

−→
a +

−→
b )}

3

= 4
3

−→
a + 2

−→
b



2

(3) Qは直線 AP上の点であるから，実数 k を用いて
−→
AQ = k

−→
AP = 4

3
k
−→
a + 2k

−→
b …… 1⃝

と表すことができる．
また，Qは直線 BF上の点でもあるから，実数 tを用いて

−→
AQ =

−→
AB+ t

−→
BF

=
−→
a + t(

−→
b −

−→
a )

= (1− t)
−→
a + t

−→
b …… 2⃝

と表すこともできる．
−→
a ,

−→
b は一次独立 (

−→
a \=

−→
0 ,

−→
b \=

−→
0 ,

−→
a \//

−→
b )であるから， 1⃝, 2⃝

の係数を比較することができ
4
3
k = 1− t

2k = t
∴ k = 3

10
, t = 3

5

よって
−→
AQ = 2

5

−→
a + 3

5

−→
b ……（答）

• 1⃝より
−→
AQ = 4

3
k
−→
AB+ 2k

−→
AF

Qは直線 BF上の点でもあるから
4
3
k + 2k = 1 ∴ k = 3

10

よって
−→
AQ = 2

5

−→
a + 3

5

−→
b

• (2)の結果より

−→
AP = 4

−→
a + 6

−→
b

3
= 10

3
2
−→
a + 3

−→
b

5

Rを
−→
AR = 2

−→
a + 3

−→
b

5
を満たす点として定めると，

−→
AP = 10

3

−→
ARより Rは直線 AP

上の点であり，
−→
AR = 2

−→
AB+ 3

−→
AF

5
より，Rは線分 BF，すなわち直線 BF上の点で

ある．この 2つのことより，Rは直線 APと直線 BFとの交点 Qである．

よって
−→
AQ = 2

−→
a + 3

−→
b

5

(4) まず
−→
a ·

−→
b = |

−→
a ||

−→
b | cos 120◦ = 1× 1×

(
− 1

2

)
= − 1

2

であるから

|
−→
AQ|2 = 2

5

−→
a + 3

5

−→
b

2

= 4
25

|
−→
a |2 + 12

25

−→
a ·

−→
b + 9

25
|
−→
b |2

= 4
25

− 6
25

+ 9
25

= 7
25

よって |
−→
AQ| =

√
7
5

……（答）


